レクチャーコンサート報告 ジャン・ジャック・バレ先生「レクチャーコンサート 室内楽の夕べ : ジャン・ジャック・バレ先生をお迎えして」 by 七條 めぐみ























　このような条件のもと、学部生 8 名（声楽 1、ピアノ 1、弦楽器 4、管楽器 2）
と大学院生 2 名（ピアノ 1、弦楽器 1）の計 10 名が授業を履修し、6 つのア
ンサンブルが成立した。その内訳は表 1（次ページ記載）の通りである。
　授業では 10 月 8 日～ 12 月 3 日にかけて、各グループ 2 回ずつバレ先生の
レッスンを受けるとともに、12 月 10 日にはその成果を発表する試演会を行っ
た。
82 mixed muses no.15
３．コンサート報告








































83mixed muses no.15 
　当日は約 50 名が来場し、本学の学生や教員の他に一般からの参加も見られ
た。アンケートでは、「バレ先生の解説で音楽が 2 倍楽しめた」、「学生、院生、
教員、指導者が一体となり、つくりあげられた感動的・熱情いっぱいのコンサー
ト」だったなどの意見が寄せられ、バレ先生による室内楽レッスンの成果をレ
クチャー付きで楽しんでいただくというコンサートの趣旨は達成できたように
思われる。ただ、開催日の決定から当日までの期間が短く、また学内の集中講
義期間と重なったことなどから、告知が不十分で集客が思うように伸びなかっ
たことが悔やまれる。今後このような機会にはさまざまな要素を考慮しつつ開
催日を早期決定し、学内外での広報に余裕を持って取り組むことが課題である。
図 2. コンサート出演者とバレ先生
